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SourceOECD - 2004 年の更新のご案内  
SourceOECD、及び定期刊行物をご利用いただいている方で、
ご利用期間が 2003 年 1 月から 12 月までの方には、Turpin 社よ
り、「2004 Subscription Renewal」という書類をお送りしており
ます。 

2004 年にも SourceOECD を引き続きご利用いただける場合に
は、その金額を、Renewal の裏面に表記されております JP モル
ガン・チェース銀行東京支店の口座にお振り込みください。 
 銀行名： JP Morgan Chase Bank, Tokyo 
 口座の種類： 当座預金 
 口座番号： 2041065 
 口座名義： OECD-PAC RECEIPT 
 
お支払いの日付が決まりましたら、Turpin 社の担当のメール
アドレス（account@extenza-turpin.com）まで、Customer Number 
(CU-で始まる番号)、ご請求書に記載されているお客様のお名
前、Renewal Number（OEC03S で始まる番号）、金額、お支払
いの日付を、お知らせください。 

お支払い期限はございませんが、SourceOECDや定期
刊行物の月刊誌などをご利用の場合には、2003 年末ま
でにお支払いいただければ、2004 年 1 月から滞りなく
サービスが継続されます。 
 
なお、お支払いの際に Turpin 社の書類以外のご請求
書、お見積書などが必要な場合には、最寄りの洋書取

扱書店を経由してご注文ください。 
よろしくお願い申し上げます。 

OECD 東京センターホームページ 出版物コーナー  

東京センターでは、オンライン化の時代により適応できるよ

う、ホームページの充実に努めています。出版物コーナーで

は、以下の情報を新たにご提供しています。皆様にご利用いた

だければ、幸いと存じます。 
1) News for Librarian 

OECD 東京センターホームページの出版物コーナーの “News 
for Librarian”のページは、出版物の内容、発行に関する情報を
掲載しています。定期的にご確認ください。 
また、毎月 Turpin 社から送付される単行本のリストを載せま
した。前月のリストは、翌月 10日までに掲載する予定です。納
品、未着などのご確認にご利用ください。 
2) 今月の新刊 

OECD の新刊のタイトルを掲載します。週一回更新していま
す。 
3) テーマ別リスト 

OECDから出版される単行本を、SourceOECD Booksのテーマ
に従って分類し、リストを作成しました。リスト上の各タイト

ルをクリックすると、その本の内容、価格などを紹介したペー

ジに入ることができます。 

OECD東京センター閲覧室にE-ライブラリーができました

これまでOECD 東京センターの閲覧室では、1985 年以降の単
行本、過去2－3 年の年報、過去1－2 年の定期刊行物の冊子体の
他、CD-ROM データベース、OECD 東京センターとパリ本部の
ホームページがご利用になれました。このたび、SourceOECDも
ご利用いただけるようになりました。 

OECD 東京センターの閲覧室は、どなたでもご自由にご利用
いただけます。調査や研究の他、ご希望の方にはSourceOECDの
利用方法について個別にセミナーを行うことができますので、

図書館のご担当の方も、ぜひご活用ください。 

開館時間：祝日を除く（月）～（金）9：30－17：30 
※ SourceOECD のセミナーをご希望の方は、事前にご希望
の日時をご連絡ください。 

http://www.sourceoecd.org
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 SourceOECDの利用方法など、ご不明な点があり

ましたら、下記までお問い合わせ下さい。 
E-mail: center@oecdtokyo.org 

SourceOECD Frequently Asked  Question

A エクセルにエクスポートする場合、エクスポートできるセル数は、上限 50000 セルです。これを越える数のセ
ルで表ができている場合は、図 1 のようなエラーメッセ
ージが表示され、エクスポートができません。 

図 1

図 2 

Q SourceOECD Statistics で作成した図表を、エクスポート
せずにオンライン上で保存して、後で同じ表を呼び出

すことはできますか。 

A My Reports という機能ができましたので、それを使っ
てオンライン上で保存することができます。図 2 の画
面左側の”Options”から”Save”をクリックしますと、
Username と Password を入力する画面が出ます。（図
3）初めてご利用になる方は、Register をクリックし
て、お名前 Username、Password など必要事項を入力し
てください。（図 4）これは、SourceOECD のユーザー
登録、My SourceOECD とは別に、登録が必要です。サ
インインすると、図 5 のような画面が表示されます。
名前を入力して、Saveをクリックしますと、My Reports
フォルダ内にその図表が保存され、後で再び Sign in す
れば、呼び出すことができます。 

図 3 

図 4 

図 5 

Q SourceOECD Statistics のデータベースで表を作り、そ
れをエクセルにエクスポートしようとしたところ、エ
ラーメッセージのようなものがでて、エクスポートで
きませんでした。 

 
表を作成する際に、表示したい項目が多い場合には、複数のTable
に分けて作成してください。エクスポートができます。表示された

Tableの右上の "COUNTRY"、 "TIME PERIOD" などの項目名が表示
されたセルをドラッグしますと、縦軸、横軸を変更することができ

ます。（図2）一度に表示する項目をを限定し、さらに縦軸、横軸
を整理すると、表も見やすくなり、無駄なセルもなくなって、エク

スポートできるようになります。 
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